
１．博物館等、体験実習施設

２．体育施設

①
資料１ 議論の進め方（説明）

佐渡市財産管理課

３．図書館（室）

本日は、３分類に分けて
議論を行います！



・旧市町村時代にそれぞれ設けられた施設で、地域の歴史や風土などを学ぶ施設としても重要であるが、
佐渡全体を俯瞰する ために施設や機能の集約化を図ることも重要。
・博物館ビジョンに基づき、施設の活用と整備について検討を進める。
・展示施設、実習工房は、学校など教育関連施設の空き室や地域コミュニティ施設に機能を移すなど、
集約化・複合化を進め、総量の適正化を図る。

旧市町村単位で整備が進められた結果、保有量が多い傾向がみられる。今後、利用実態や施設の
老朽化を把握し、施設の適正量と更新の在り方等を定め、計画的な管理に努める。

「費用対効果」だけで必要性を測れないが、効率的に運営できる形を模索する。

「利用者数」、「立地」などから必要性を考慮し、「施設の老朽化」も踏まえ適正量と更新の
あり方を検討する。

②

図書館ビジョンに基づき、施設の活用と整備について検討を進める。

行政庁舎、公民館、会館等と既に複合している施設がほとんどである。

「費用対効果」だけで必要性を測れないが、効率的に運営できる形を模索する。



③

１．博物館等、体験実習施設

２．体育施設

Ⅰ．施設の選別
～維持する施設、検討が必要な施設の区分け～

Ⅱ．30％削減プランで生じうる課題

Ⅲ．課題を克服するための改善策 佐渡市公共施設あり方検討会議 （　A　班）

 白  課題

 黒  改善点

30%削減プランで生じうる課題

課題を克服するための改善策

維持していく施設、

他の機能を受け入れる施設

廃止や譲渡、集約化・複合化、転用

などを検討する施設

A博物館

B資料庫

文化資料の
保管場所
がない

廃校校舎
を活用
する

B資料庫は
建築年数が古く
建物は廃止すべき

ではないか

Ⅰ

文化資料の
保管場所が
無くなって
しまう

Ⅱ

Ⅲ

学校校舎
を活用

できないか

施設所管課からポイント説明ののちグループワーク



④

３．図書館（室）

費用対効果のみで測れる施設ではないものの、必要な図書館機能を維持しつつ、
効率的効果的に運営できる方策を検討する。

①施設所管課からポイント説明

②事例共有
図書館を維持するための取組としての
他自治体における取組み事例を紹介

コア図書館-サブ図書館
学校図書室の活用

指定管理（窓口委託）
ICT活用

佐渡市の現状（利用者、人員、費用等）の共有



佐渡市公共施設あり方検討会議 （　A　班）

目
指
す
姿

課
題

改
善
策

施設№

1
両津図書館
両津支所内（複合）

延床面積

922㎡
建築年

(経過年/耐用年)
2019
(4/50)

来館者数 28,183

施設№ 相川図書室
あいかわ開発総合センター内(複合)2

延床面積

182㎡
建築年

(経過年/耐用年)
1983
(40/50)

来館者数 5,086

施設№ さわた図書館
佐渡中央会館内（複合）3

延床面積

188㎡
建築年

(経過年/耐用年)
1974
(49/50)

来館者数 12,294

施設№

中央図書館4
延床面積

1,155㎡
建築年

(経過年/耐用年)
1992
(31/24)

来館者数 46,770

施設№ 新穂図書室
新穂行政SC・公民館内(複合)5

延床面積

65㎡
建築年

(経過年/耐用年)
2018
(5/50)

来館者数 5,718

施設№ 畑野図書室
畑野農村環境改善センター内(複合)6

延床面積

44㎡
建築年

(経過年/耐用年)
2018
(5/50)

来館者数 2,217

施設№

真野図書館7
延床面積

623㎡
建築年

(経過年/耐用年)
1989
(34/38)

来館者数 9,351

施設№

小木図書館8
延床面積

355㎡
建築年

(経過年/耐用年)
1984
(39/50)

来館者数 8,085

施設№ 羽茂図書室
羽茂農村環境改善センター内(複合)9

延床面積

57㎡
建築年

(経過年/耐用年)
1981
(42/50)

来館者数 6,926

施設№ 赤泊図書室
赤泊総合文化会館内(複合)10

延床面積

115㎡
建築年

(経過年/耐用年)
1989
(34/50)

来館者数 2,430

移動図書館

⑤

３．図書館（室） ～グループワーク～

Ⅰ．目指す姿

Ⅱ．課題

Ⅲ．改善策

図書館のアップデート方法の検討
利便性、サービス等の水準を落とさずに効率よく運営していくためには。。。

事例を参考に、アップデート後
の姿をイメージ

現在から目指すべき姿になるに
あたって発生する課題

課題を改善するための施策

学校図書室
との
共有化

ICTを
活用した
職員の
無人化

レファレンス
ができなく

なる

Zoom
で対応


